
バチバチと音を立てて燃え広がる炎

　

田
野
高
原
（
田
野
町
）
の
野
焼
き

が
３
月
９
日
に
行
わ
れ
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
炎
が
冬
枯
れ
の
大
地
を
真
っ
黒

に
焦
が
し
ま
し
た
。
田
野
高
原
の
草

原
を
保
全
す
る
た
め
の
春
の
恒
例
行

事
で
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

消
防
団
な
ど
約
70
人
が
参
加
。

　

枯
草
に
着
火
す
る
と
炎
は
音
を
立

て
な
が
ら
燃
え
広
が
り
、
２
時
間
半

ほ
ど
で
約
23
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
草
原
を

焼
き
尽
く
し
ま
し
た
。
芦
北
町
か
ら

写
真
を
撮
り
に
来
た
と
い
う
男
性
は

「
阿
蘇
以
外
に
県
内
で
野
焼
き
が
見

ら
れ
る
の
は
珍
し
い
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

高原に春を呼ぶ炎、大地焦がす
田野高原野焼き

子どもとメディアの接し方を学ぶ
子育て講演会

　

市
で
は
、
子
ど
も
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
の
付
き
合

い
方
や
、
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
遊

び
な
ど
を
学
ぶ
「
子
育
て
講
演
会
」

を
３
月
17
日
に
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

N
P
O
法
人
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア

事
務
局
長
の
黒
田
可
奈
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
の

関
わ
り
方
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
黒
田

さ
ん
は
子
ど
も
が
上
手
く
メ
デ
ィ
ア

と
付
き
合
う
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
に

つ
い
て
話
し
、「
子
ど
も
に
絶
対
守

れ
る
ル
ー
ル
を
決
め
て
も
ら
い
、
守

れ
た
ら
必
ず
褒
め
て
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

子育て中の親や保育士など約30人が参加

鍛冶屋町通りには約千人の妖怪ファンや家族連れが訪れた

　

人
吉
球
磨
に
残
る
妖
怪
文
化
を
生

か
し
交
流
の
場
を
作
ろ
う
と
、
鍛
冶

屋
町
通
り
の
街
並
み
保
存
と
活
性
化

を
計
る
会
で
は
、
３
月
15
日
に
「
妖

怪
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
メ
イ
ク
や
仮
装
で
妖
怪
に

扮ふ
ん

し
た
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
、「
き

つ
ね
の
嫁
入
り
行
列
」
や
妖
怪
盆
踊

り
な
ど
不
可
思
議
な
妖
怪
の
世
界
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。『
ゲ
ゲ
ゲ
の

鬼
太
郎
』
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
妖
怪

カ
レ
ー
も
振
る
舞
わ
れ
、
用
意
し
た

２
百
食
を
完
売
す
る
な
ど
好
評
。
人

吉
東
小
１
年
の
紫む

ら
や
す安

隆り
ゅ
う
げ
ん元

君
は
、「
御

朱
印
集
め
と
お
面
作
り
が
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

鍛冶屋町通りが怪しい世界に
妖怪祭り

県内外から事業拡大や起業を考える約60人が参加

地域経済を考える挑戦者が集結
人吉会議2025

　

市
で
は
、
地
域
経
済
を
豊
か
に
す

る
た
め
に
事
業
の
成
長
を
目
指
す

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
「
人
吉
会
議

２
０
２
５
」
を
２
月
18
日
に
く
ま
り

ば
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
拠
点
を
置
く
Ｉ
Ｔ
企
業
・

株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
フ
ォ
レ
ス
ト
代

表
取
締
役
の
富と

み
や
ま山

孝こ
う
じ治

さ
ん
が
「
成

長
す
る
地
域
企
業
の
条
件
」
と
題
し

て
講
演
。「
既
存
事
業
の
常
識
を
見

直
す
な
ど
変
化
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
市
内
外
の
経

営
者
が
登
壇
し
た
パ
ネ
ル
討
論
も
あ

り
、「
事
業
継
承
は
新
し
い
客
層
を

つ
か
む
こ
と
も
大
事
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

15 HITOYOSHI　2025.04.01

御溝川二次放水路が完成しました
　球磨郡山江村の万江川から分かれ市の中心部を南
北に流れる一級河川・御溝川は、川幅が狭く水深も
浅いことから、増水時には瓦屋町や城本町などで道
路の冠水や住宅の浸水が多発しています。県では、
住民の安全安心を確保するため、増水時など御溝川
の水が市街地に流入する前に、万江川に放流するこ
とを目的として、1,300㍍の二次放水路を計画。合
ノ原町の御溝川から上林町の万江川に洪水を流す二
次放水路が完成しました。
　３月８日に完成式を東西コミセンで開催し、地権
者などの地元住民をはじめ、国・県・市の関係者、
施工業者など約 70人が参加。木村知事や来賓のあ
いさつ後、県から工事の概要を報告。松岡市長は「水
害の常襲地帯だった地域の生活環境が改善したこと
は大きな成果。これからも国・県などと連携・協力
し、減災・防災に努めていく」とあいさつしました。　
　二次放水路は 4月から運用を開始します。

※�放水路とは……河川の途中に新しい川を分岐して掘り、増
水時などにほかの河川に放流する水路

問合せ　市道路河川課建設係（☎２２－２１１１　内線２２４４）

二次放水路ができるまで

平成 31年

令和３年

平成 14年

令和７年

�住民の合意を得て、用地
買収後、工事に着手

同事業を緑の流域治水プ
ロジェクトに位置付け。
国の国土強靱化の予算も
あり事業加速

�事業に着手し用地交渉や
調査設計を進めるも、合
意形成に時間がかかる

二次放水路完成

第一市民運動広場近くに水門を設
置。万江川へ放流

全長 1300㍍、幅４㍍、深さ４～
５㍍で放水量は毎秒 28㌧

二次放水路　1,300m二次放水路　1,300m

第一市民第一市民
運動広場運動広場

第一市民第一市民
運動広場運動広場

御溝川御溝川

▲ �完成式では、
国・県・市の
関係者がくす
玉を割り完成
を祝った

二
次
放
水
路

二
次
放
水
路
➡➡

万
江
川

万
江
川

万
江
川

万
江
川

山
江
川

山
江
川

出典：国土地理院出典：国土地理院
（地理院地図を加工して作成）（地理院地図を加工して作成）

放流施設
（水門１基） 分流施設

（水門２基）

山江川と御溝川の合流地点に水門を設置
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